
（施設維持管理運営用）

南あわじ市 平成 19 年度事務事業評価シート 新規 継続

（⑧管理⑨運営用）

会計
款
項
目

背　景（どのような現状・課題・要望によって事業が実施されるに至ったか、他の自治体の動向など）背景、委託根拠（どのような現状・課題・要望があったか、また委託に至った根拠、他の自治体の動向）（当該事業を委託すると判断した根拠）

Ⅱ　Plan（計画、事業内容、事業背景）

平成 2 年度

午前 10 時 00 分 ～ 午後 5 時 00 分
平日 月 曜日 土曜日 日曜日 祝祭日

直営 全部委託 一部委託

0799 -43  -5037   

意　図（どのような状態になってもらいたいのか、事業を実施する「本来の目的」を記入）

施
　
設
　
の
　
概
　
要

施設設置根拠法令等

開館時間

休館日

運営方法

（その他）

南あわじ市淡路人形浄瑠璃資料館設置条例及び施行規則

施設名称 南あわじ市淡路人形浄瑠璃資料館
兵庫県南あわじ市市三條880番地

電　　　話

予
算
科
目

一般会計・１
教育費・１０款
社会教育費・５項
資料館費・４目

整理番号 1357

淡路人形浄瑠璃資料館運営事業

教育部 生涯学習文化振興課

Ⅰ　基本事項

担当部課名

事　業　名

設
置
目
的

施
設
内
容

（施設の利用状況、稼動状況）

（敷地面積、延床面積、構造、収容人数、駐車台数、付属施設など）

　世界に誇れる淡路人形浄瑠璃の諸道具等を収集し、調査研究を行い文化的遺産の保存
に努める。又、諸道具等を展示し,多くの人に郷土文化・歴史を知ってもらい、その価値
を認識していただく。又、文化的遺産を通して、先人達の生きた時代やその背景につい
て思いを馳せ、伝統文化の伝承に努める。

　鉄骨ALC造、メタルルーフ葺き、３階建て
　延床面積2,581.12ｍ2

　地下駐車場850.43ｍ２、１階図書館850.43ｍ2、２階資料館837.03ｍ2

対　象（誰を・どのような状況の人を）
　市内外の愛好家や学芸歴史研究家及び関係者、又関心を寄せる一般市民及び児童生
徒、市外からの見学者等。

設置年度
所在地

南あわじ市総合計画
施策体系

まちづくりの柱

施策目標

人づくり＿知恵あふれ＿郷土愛が満ちるまちづくり＿
大好き＿ふるさと南あわじ【郷土愛】
地域の歴史を学び、祭や伝統文化に親しみ、語り継ぐことのできる
市民を育てる

まちづくりの目標

稼
動
状
況

　来館者数年間7,100名（内県内5,000名、県外2,100名）
　利用交通機関内訳、路線公共交通機関150名、貸切バス4,850名、自家用車1,900名、そ
の他200名

委託団体

委託内容

国民の休日の翌日、年末年始（12月28日～1月4日）

－ 1 －



（施設維持管理運営用）

Ⅲ　Do（管理状況、使用料、投入資源等）

市職員 1 人 人 合計 1

（千円）

（千円）

（千円）

使
用
料
等

委託団体職員 人
受益者負担について（料金体系、根拠法令など）

減免措置（減免内容、根拠法令など）

　入館料　無料

管
理
手
法

（委託業種、作業内容、設備・備品内容、修繕内容など）

3
23,25412,672 10,320 11,411
120120

県
国

使用料

0.5
17,795 15,174

　　　　　　人件費（正規職員）[B]
平均人件費（１日当り）

年間経費（[A]+[B]） 20,347

事業量１（事業に要した日数） 250250

27,017

250

1,114

一般財源[A]

250

財　　　源

光熱水費

資
源
配
分（

イ
ン
プッ

ト）

修繕費

事業量２（事業に要した人数）

その他

直接事業費

委託費

その他

3,7633,7637,675
30.130.7 29.9

7,475
30.1

平成１７年度

3,531
12,672

5002,116

平成１８年度

2,9522,590

10,440
3,500

23,374

消耗品費

13,119

400
3,264

394375
2,970

3,1452,957
1,446 1,112

390

265
3,056

166

3,364
11,414

平成２０年度平成１９年度

①収蔵庫保管の重要文化財類及び蔵書古文書類の曝書。防虫防腐剤処理及び展示入れ替え補修
②清掃委託　掃き掃除年104日程度（トイレ含む）。フロアー、階段、エレベーター内のワック
　　　　　　ス掛け年２回。展示ケース、蛍光灯清掃年1回。屋外鳥巣、糞類除去年１回
③資料館空調と展示室、収蔵庫の空調（加湿）年間保守管理委託
④収蔵庫のダクトダンパーロックの年間保守管理委託
⑤消防用設備及び防火対象物点検報告業務委託
⑥特殊建物等及び建築設備定期報告業務委託
⑦エレベーターメンテナス契約
⑧自動ドア等保守点検契約
⑨警備委託契約

0.5

2,364

2,810臨時職員等賃金

1

経費に関する
補足説明

1

－ 2 －



（施設維持管理運営用）

Ⅳ　Check（事業の自己評価・一次評価）
単位
人
人
％

単位

単位
千円
人
千円
㎡
千円

高 中 低

達成度 3
効率性 4
必要性 4

利用者１人当りコスト
延床面積

面積１㎡当りコスト

4

　淡路人形浄瑠璃関係、郷土の歴史、考古、民俗等に関する資料収集及び保存と調査研
究を業務としているが、その資料一の部を展示して、多くの人に知識の普及、又育成及
び発展を図るため。

837.03
32.321.3 18.1

837.03

4

自
己
評
価

（
５
点

）

　調査研究は専門知識を持ったボランティに応援を依頼している。

平成１９年度

2.5

7,100
78.9

7,100
74.7

平成１７年度

73.0目標達成度

来館者数が多いことは、多くの人に郷土の文化、歴史、その価値を認識し
て頂くことができ、伝統文化の伝承につながると考えられる。

成果指標

1.西淡三原インターチェンジ等より当館までの案内表示が少ない。
2.淡路人形浄瑠璃館と名称が似かよっていることのデメリット。
3.来館者用の駐車スペースがない（特に大型バス）。

平成１７年度

成果指標実績値
成果指標目標値 9,00010,000

7,300

平成１９年度 平成２０年度

（施設の効率性・コストの分析、問題点・課題などを記入。）

7,100

平成１８年度

2.1

20,347

必
要
性

（公共が設置すべきか、市民ニーズはあるかなどを分析、問題点・課題などを記入。）

837.03
2.8

837.03
24.3効

率
性

年間経費 17,795 27,017
年間利用者数 7,300

－
7,100

設
置
目
的
達
成
度

平成２０年度平成１８年度

3

9,500

（達成度の分析、問題点・課題などを記入。）

指標算出の考え方

来館者数 人

自
己
評
価

（
５
点

）

総
合
評
価

　南あわじ市市三條は、淡路人形浄瑠璃発祥の
地であり、その地に淡路人形浄瑠璃資料館とし
て人形浄瑠璃の諸道具等を収集し、調査研究を
行い文化的遺産の保存に努めてきた。しかし設
置目的達成度に記した問題、課題により集客数
が少なく、又入館が無料で収入がないことで結
果コスト高となっている。

自己評価をふまえた現状分析

15,174

自
己
評
価

（
５
点

）

行政関与の妥当性

－

10,000

評価グラフ

0

1

2

3

4

5
達成度

効率性必要性

－ 3 －



（施設維持管理運営用）

Ⅴ　Action＆Plan（改善の内容及び次年度以降の計画）

　現在、嘱託で運営しているが、学識者でなければ資料の収集･保存及び調査研究が難しい。

（下記の見直し内容にチェック） （下記の見直し内容にチェック）

仮に施設を廃止した場合に予測される影響（プラス面、マイナス面）
　淡路人形浄瑠璃及びこれにまつわる郷土の遺産である文化・歴史が埋もれてしまう。又伝統
文化の伝承にも影をさす。

　同左

類
似
施
設
を
持
つ

他
の
自
治
体
の
動
向
等

（
①
で
見
直
し
の
場
合
記
入

）

②
見
直
し
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

（
現
状
維
持
の
場
合
も
記
入

）

③
廃
止
・
委
託
の
影
響

仮に外部委託した場合に予測される影響（プラス面、マイナス面）

①
今
後
の
方
向
性
及
び
具
体
的
な
改
善
案

平成２０年度にできる改善・改革

　南あわじ市市三條は、淡路人形浄瑠璃発祥の
地であるので、今後とも、人形浄瑠璃の諸道具
等を収集、保存し、調査研究を行い文化的遺産
の保存、普及、育成及び発展を図る必要があ
る。

平成２１年度以降にできる中期的な改善・改革

　現状維持

　指定管理者委託

　開館時間、休日等の見直し

　休止・廃止　統合

　人員配置の見直し

　見直し

　現状維持

　見直し

　その他

　イベント等の見直し

　使用料の見直し

　民間譲渡

　人員配置の見直し

　開館時間、休日等の見直し

　指定管理者委託

　統合

　イベント等の見直し

　使用料の見直し

　民間譲渡

　休止・廃止 　その他

－ 4 －


